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第 1章 序論 

1.1 2017年 振動騒音フォーラム振り返り 

2017 年の振動騒音フォーラムは，以下の目的で 2017 年に開催しました． 

 

1. NV（振動騒音）に関する現状を把握し技術課題を整理する．将来技術を展望することにより，全

体としての技術発展を促す． 

2. 将来を担っていくためにどのような人材育成が必要かを再検討し，技術発展を支えるための人材

育成や，今後の産学連携の在り方を提言する． 

（１）WG-A 時間軸から見た NV 技術の変遷 

（２）WG-B NV と燃費・軽量化 

（３）WG-C NV の将来を担う人材育成 

 

1.1.1 提言内容振り返り 

（１）WG-A 時間軸から見た NV の変遷 

時間軸から見た NV 技術の変遷を整理し，開発期間短縮，商品力向上要求に対し，実験技術，

解析技術を構築し対応して来ましたがさらに，今後，環境対応，法規強化など自動車開発を取り

巻く環境が変化して来ると考えられ，その変化に対応出来る技術，人材育成が必要となると言う

結論に至っています． 

 

図 1.1.1 WG-A 時間軸から見た NV 技術の変遷 
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（２）WG-B NV と燃費・軽量化 

特に，振動騒音分野を考えると「燃費，軽量化との両立が大きな課題になる」と提言しています． 

そして，2017 年フォーラムでは，このトレードオフに打ち勝つための技術，人材が必要と提言され

ています．特に基礎力を軸として，他性能領域を含む車両全体の広い知識が必要となると提言してい 

ます． 

 

図 1.1.2  WG-B NV と燃費・軽量化 

 

図 1.1.3  WG-C NV の将来を担う人材育成 
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（３）WG-C NV の将来を担う人材育成 

開発環境の変化に対する技術・人材育成の重要性を提言され，振動騒音の将来を担う人材育成に関

しても提言されています．結論としては，産学連携による，基礎力強化と応用力つまり実学を伸ばす

育成プログラムが有効と提案されています．また，Key Points としては，理論／現物／モデルと言わ

れています．これは，現象を実験（現物）を用いて理論的に理解する．または，解析を用いて，理解

する能力を高めることを示唆しています．現象，現物の特性を理論的に把握し，計算モデル，理論モ

デルへ落とし込むことも重要であると読み取れます． 

 

1.1.2 開発環境の変化への対応 

このように，2017 年フォーラムでは，年々技術課題が増え，その対応として， 

(1) 環境変化に対応出来る技術，人材の育成が必要 

(2) 電動化・軽量化など他性能との両立が必要で，検討する上でより幅広い知識が必要 

と提言されています． 

一方では，増加する技術課題に対して，「働き方改革」「ライフ・ワークバランス」など長時間労働の見

直しの取り組みによる労働時間の減少する環境変化への対応も必要と言われています．コロナウィルス

の影響により，より加速すると考えられます．技術課題の増加と労働時間短縮の両立も今後の課題と提言

されています． 

 

図 1.1.4 労働時間の減少 
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